
百年の森林に囲まれた　快適で人が輝く　自然と交流のむら　” 西粟倉村 ”

2015(平成27年)
No.625

村のホームページ　http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/

にしあわくらにしあわくら

■村議会だより・・・・・・・・・・2
■温泉まつり・・・・・・・・・・・3
■県消防操法、春の交通安全・・・・4
■プレミアム商品券・・・・・・・・5
■こどもだより・・・・・・・・・・６～ 10
■あわくら大学、教育通信・・・・・11
■もりもりぷれす・・・・・・・・・12～ 13
■村からのお知らせ・・・・・・・・14～ 17
■国や県からのお知らせ・・・・・・18～ 19
■社協だより・・・・・・・・・・・20
■人の動き、川柳・・・・・・・・・21
■一歳誕生日、カレンダー・・・・・22

■村議会だより

● 今月号の広報



2広報にしあわくら　6月号

 

議　

長
に  
草
刈  

勇
一  

氏

西
粟
倉
村
議
会

西
粟
倉
村
議
会

　

第
１
回
臨
時
会

　

第
１
回
臨
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可
決
し
た
議
案

《
人
事
案
件
》

◇
西
粟
倉
村
監
査
委
員
の
選
任
同
意

（
議
会
選
出
委
員
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岸　

本　

武　

志　

氏

　
　
　

大
茅
３
６
２
番
地

（
昭
和
22
年
11
月
29
日
生
）

◇
西
粟
倉
村
教
育
委
員
会
委
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石　

井　

大　

樹　

氏

　
　
　

長
尾
１
４
６
２
番
地
１

　
　
　
　
　
（
昭
和
45
年
3
月
16
日
生
）

《
専
決
処
分
》

◇
西
粟
倉
村
税
条
例
の
一
部
改
正

◇
西
粟
倉
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
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一
部
改
正

◇
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粟
倉
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改　

正《
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
》

　

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
許
可
書
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
開
会
時
刻
ま
で
に

総
務
企
画
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
等
は
、
告
知
放
送
・
文
字
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

西
粟
倉
村
議
会
構
成
名
簿　
　

西
粟
倉
村
議
会
構
成
名
簿　
　
平
成
平
成
2727
年
５
月
１
日

年
５
月
１
日

職　　名（定数） 氏　　名
議　会　議　長
（１名） 草刈　勇一

議　会　副　議　長
（１名） 田中　貞己

総務委員会
（４名）

委員長 金田　豊治

副委員長 桐山　修三

委員 岸本　武志

委員 草刈　勇一

産業建設委員会
（４名）

委員長 井上　二郎

副委員長 大上　伊三男

委員 河野　　玲

委員 田中　貞己

議会運営委員会
（３名）

委員長 田中　貞己

副委員長 金田　豊治

委員 井上　二郎

監　査　委　員 議会選出 岸本　武志

一部事務組合等（定数） 氏　　名

勝英衛生施設組合議会【し尿】
（２名）

◎草刈　勇一

岸本　武志

美作養護老人ホーム組合議会
（２名）

◎草刈　勇一

桐山　修三

勝英農業共済事務組合議会
（２名）

井上　二郎

大上　伊三男

西粟倉村国民健康保険
運営協議会委員

金田　豊治

河野　　玲

　

お
知
ら
せ

　

改
選
後
初
め
て
と
な
る
西
粟
倉
村
議

会
第
１
回
臨
時
議
会
が
、
５
月
１
日
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
お
い
て
、
議
長
に
草
刈

勇
一
氏
（
68
歳
）、
副
議
長
に
田
中
貞

己
氏
（
64
歳
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会

な
ど
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
に
決
定

し
ま
し
た
。

副
議
長
に  

田
中  

貞
己  

氏
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今
年
も
春
の
あ
わ
く
ら
温
泉
ま
つ
り
が
5
月
10
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
各
種
屋
台
や
あ
わ
く
ら
太
鼓
保
存
会

や
キ
ッ
ズ
チ
アH

oneys

な
ど
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
で
お
祭
を
盛
り
上
げ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

外
会
場
に
は
初
め
て
薪
で
温
め
る
五
右
衛
門
風
呂
の
足
湯
も
設
置
さ
れ
、
4

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
元
湯
と
併
せ
て
新
た
な
名
物
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

最
後
は
毎
年
恒
例
の
餅
投
げ
で
締
め
く
く
り
、
楽
し
い
春
の
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
会
場
周
辺
の
住
民
の
み
な
さ

ま
、
参
加
い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
み

な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、

楽
し
い
温
泉
ま
つ
り
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

♨♨
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　５月１７日（日）、岡山県消防学校（岡山市東区瀬戸町）
で開催された「第６２回岡山県消防操法訓練大会」に西粟倉
村代表として、第１部（大茅・坂根）が出場しました。
　大会には、県内から予選を勝ち抜いてきた３５チーム（ポ
ンプ車操法の部１４チーム、小型ポンプ操法の部２１チーム）
が出場し、熱戦を繰り広げました。

【小型ポンプ操法の部】
　指揮者　江原隆仁　　１番員　岡田和也
　２番員　金田純一　　３番員　大橋由尚
　補助員　金子良輔

　５月１１日（月）～５月２０日（水）まで、『春の交通安全県民運動』が県下一斉に展開されました。本
村でも地域の皆さまによる街頭活動や広報車での啓発活動が実施されました。
　１６日（土）には西粟倉村交通安全推進委員によるシートベルト着用調査を行いました。当日は天候が悪

☆シートベルト着用調査結果☆
着用率は　９４. ６４％

   調査日時：５月１6日（土）
　　　　　9時 45分～ 10時 15分
　調査場所：西粟倉 IC 入り口　　　　　

方面別 通過車両 着用車両 着用率
西粟倉 IC 上り ３０台 ２８台 ９３．３３％
西粟倉 IC 下り ２６台 ２５台 ９６．１５％
　合　計 ５６台 ５３台 ９４．６４％

い中でも推進委員の皆さん真剣に調査を行いました。
　調査の結果、運転席は着用していても、助手席の方がシートベルト
をしていないことがあるため、助手席の方でもきちんとシートベルト
をしてください。また後部座席の方もシートベルトを着用するように
心がけて下さい。
　また美作警察署とスポーツ少年団の方と協力し、あわくらんどでの
街頭啓発活動を行い、ドライバーのみなさんに安全運転を呼びかけま
した。期間中にご協力をいただいた皆さまありがとうございました。

　西粟倉村消防団第１部は小型ポンプ操法の部８番
目に出場し、炎天下の中、練習の成果を十分に発揮
し、熱い操法を行いました。
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７月５日販売開始！ (売切れ次第終了 )
　西粟倉村では、地方創生に関する事業の一環として、20％のプレミアム分を上乗せした商品券を発売し
ます (1 万円で 1万 2千円の買物ができます )。商品券は、美作市内及び勝央町・西粟倉村の取扱店にて使
用できます。取扱店の目印は、お店に貼られたポスターです。7月 5日 ( 日 ) に販売開始。売切れ次第販売
終了です。
　消費拡大による地域経済の活性化にご賛同いただき、ぜひお買い求めくださいますようご案内いたします。

　平成 27年 7月 5日（日）から販売し、なくなり次第終了
　平成 27年 7月 5日（日）　午前 10時から午後 4時まで販売します。
　5日以降は、土・日・祝日を除く午前９時～午後４時まで販売

　西粟倉村民に限ります。
　※ご購入の際は、6月 15日発送予定の「プレミアム商品券購入時引換証」を必ず持参してください。

◆購入できる人

　購入は、お一人様 1回限り、1万円（千円券 12枚セット）単位で 5万円まで購入できます。
　※同世帯の方の商品券を合わせて購入されるときは、購入される世帯員全員の引換証をご持参ください。

◆使用方法

◆購入限度額

◆販売期間

　美作市及び勝央町・西粟倉村の商品券取扱店で使用できます。（この商品券では、お釣りは出ません。)
　※取扱店には、プレミアム商品券取扱店を証するポスターが貼られています。

◆使用期間
　平成 27年 12月 31 日まで（必ず使用期間内に使い切ってください。）

◆発行数等
　発行総額は、25,104,000 円（うちプレミアム部分 4,184,000 円）
　1セットの額面総額 12,000 円（額面 1,000 円券の 12枚セット）を 2,092 セット発行

※プレミアム付き商品券は次の用途にはご利用になれません
・換金性の高い商品（商品券、ビール券、図書券、切手、官製はがき、収入印紙、プリペイドカード等）、
土地購入、家屋購入、家賃・地代、駐車料等の不動産にかかる支払い、国、地方公共団体等への公共料金の
支払い（税金、電気・ガス・水道料金等）、たばこ事業法（昭和５９年法律第６８号）第２条第１項第３号
に規定する製造たばこ、現金との換金、金融機関への預け入れ、事業活動に伴い使用する原材料、機器類及
び仕入品等への支払い、特定の宗教・政治団体と関わるものや公序良俗に反するもの、その他、取扱店が特
別に指定した商品等

◆お問い合わせ先
　商品券の販売・取扱いについてのお問い合わせは、みまさか商工会　℡ 0868-73-6520までお願いします。

◆販売場所
　みまさか商工会西粟倉支所 (TEL0868-79-2230)
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　５月１日（金）、今年も支援ボランティアでお世話になっ
ている筏津の榎原勝義さん宅の田んぼをお借りし、榎原さ
んご夫婦に教えて頂きながら、年長・年中組が田植え体験
を行いました。
　天候にも恵まれ、田んぼの
中は気持ち良い感触です。
　はじめは真剣に、一生懸命に
苗を植えていた子どもたちで
すが、次第に泥を腕や顔に塗っ
て、泥だらけになりながら田植
えを楽しみました。
　初めて体験するくま組 ( 年中組）は、苗を持つのも初め
てでしたが、教わったように頑張りました。ぞう組（年長
組）は、昨年の経験があるので上手に、手早く植えること
ができていたので、感心しました。
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　４月２７日に人権の花の贈呈式がありました。人権擁
護委員さんから、花の種、じょうろ、スコップ一式をい
ただき、全校を代表して 6年生が受け取りをしました。

　贈呈式の後、外に出て縦割り班ごとにいた
だいた種を植えました。今は、班で協力して
きれいな花を咲かせるために水やりなど頑
張っています！

　同じく４月２７日に交通安全教室が
行われました。みどり号の秋山さんに
来ていただき、１・２・３年生は、横
断歩道の渡り方、４・５・６年生は、
自転車の正しいのり方について教えて
いただきました。また、全体でダミー
人形を使った衝突実験をしていただ
き、事故の恐ろしさを改めて実感しま
した。
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 in
沖
縄

　
　
　
　
　

◆
一
日
目
は
本
物
の
ガ
マ
の
中
に
入
り
、
と
て
も
胸

が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
人
の
命
の
大
切
さ
と
重

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
命
は
大
切
に
守
っ
て
い

か
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
夜
の
国
際
通
り

で
は
、
色
々
な
お
店
が
あ
り
す
ぎ
て
、
ど
こ
に
入
っ

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん

お
土
産
が
買
え
て
良
か
っ
た
で
す
。（
中
略
）
二
日

目
の
美
ら
海
水
族
館
で
は
み
ん
な
で
海
に
入
り
ま
し

た
。
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
三
線
体
験
で
は
、
練

習
の
成
果
が
発
揮
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
曲
も
弾

け
て
、
自
分
で
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
練
習
し
て
上
手
に
な
り
た
い
で
す

◆
資
料
館
や
ガ
マ
で
は
、
昔
の
沖
縄
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
沖
縄
の
方
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
戦
争
と
向

き
合
っ
て
い
た
か
な
ど
を
、
体
全
体
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。今
の
沖
縄
は
、美
ら
海
水
族
館
が
あ
っ

た
り
、
温
か
く
私
達
を
迎
え
て
く
れ
た
り
、
国
際
通

り
が
賑
や
か
だ
っ
た
り
…
で
も
、
基
地
も
あ
る
所
で

す
。
沖
縄
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
三
日

間
で
し
た
。

◆
ガ
マ
に
入
る
と
、と
て
も
暗
く
て
怖
か
っ
た
で
す
。

平
和
祈
念
資
料
館
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
は
、
写
真
や

映
像
を
見
て
、
声
が
出
な
い
く
ら
い
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

夜
の
国
際
通
り
で
は
、
６
人
み
ん
な
で
楽
し
く
ご

飯
を
食
べ
た
り
、
買
い
物
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
目

の
美
ら
海
水
族
館
で
は
、
オ
キ
ち
ゃ
ん
の
天
才
的
能

力
も
見
ら
れ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
首
里
城
や
お
き
な
わ
ワ
ー
ル
ド
な
ど
、

琉
球
文
化
を
さ
ら
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目

標
の
通
り
、６
人
で
最
高
の
３
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

◆
戦
争
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
減
る

と
、
平
和
に
対
す
る
強
い
思
い
が
無
く
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
…
と
思
っ
た
。辺
野
古
で
は
、ニ
ュ
ー

ス
で
は
な
く
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
よ

か
っ
た
。
む
ら
咲
き
む
ら
で
は
、
お
店
の
人
が
三
線

を
弾
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
エ
イ
サ
ー

の
動
き
が
激
し
く
、
と
て
も
暑
そ
う
で
し
た
。

◆
何
ヶ
月
も
前
か
ら
準
備
し
て
、
待
ち
に
待
っ
た
修

学
旅
行
は
、
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、
６
人
が

さ
ら
に
仲
良
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
特
に
心
に

残
っ
た
こ
と
は
平
和
学
習
で
す
。
資
料
館
を
見
た
り

ガ
マ
に
入
る
と
、
戦
争
の
情
景
が
浮
か
び
ま
し
た
。

戦
時
中
の
人
は
、
太
陽
の
光
も
見
る
事
が
で
き
な

か
っ
た
と
知
り
、
平
和
な
日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と
が

ど
れ
だ
け
幸
せ
か
、
生
き
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
切

か
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
絶
対
命
を
無
駄
に
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
日
常
の
生
活
や
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が

体
験
で
き
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
飛

行
機
に
乗
り
、
興
奮
し
ま
し
た
。
食
事
が
毎
日
お
い

し
く
て
、
沖
縄
の
味
が
満
喫
で
き
ま
し
た
。
美
ら
海

水
族
館
で
は
、初
め
て
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
見
ま
し
た
。

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。（
中

略
）
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の

三
線
は
、
学
校
の
も
の

と
は
違
っ
て
い
て
、
と

て
も
弾
き
や
す
か
っ
た

で
す
。
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「
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
」

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
」

　

光
嶋
勲
教
授
を
招
い
て

　

光
嶋
勲
教
授
を
招
い
て

　

東
京
大
学
医
学
部
形
成
外
科
・
美
容
外
科
教
授
・

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
副
院
長　

光
嶋
勲
教
授

を
お
招
き
し
、「
今
の
仕
事
は
、
中
学
時
代
の
あ
る

講
演
会
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
！
」
と
題
し
て
講
演

　

世
界
が
求
め
て
い
る
人
材
と
は

　

世
界
が
求
め
て
い
る
人
材
と
は

　

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
が
求
め
る
人
材

を
育
て
る
に
は
、
ま
さ
に
西
粟
倉
の
よ
う
な
環
境
が

最
適
で
す
。

　
「
知
識
の
み
に
偏
ら
ず
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
、
様
々

な
体
験
を
し
な
が
ら
の
び
の
び
と
育
つ
中
で
、
自
由

な
発
想
力
を
生
み
出
す
体
と
脳
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で

す
。」
と
話
さ
れ
、
勇
気
と
自
信
を
持
っ
た
生
徒
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

会
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

光
嶋
先
生

は
、
直
径
が
１

ミ
リ
の
半
分
に

も
満
た
な
い
超

微
小
の
血
管
や

神
経
を
つ
な

ぎ
、
体
の
一
部

を
再
建
す
る
医

療
技
術
で
、
世

界
を
舞
台
に
活

躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

生
徒
の
感
想
文
か
ら

　

生
徒
の
感
想
文
か
ら

【
３
年
生
】

★
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
光
嶋
先
生
が
言
わ
れ
た

「
未
来
は
あ
な
た
達
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
言

葉
で
す
。「
と
に
か
く
ま
ず
は
世
界
に
出
て
み
な
さ

い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
夢
の
第

一
歩
は
外
国
に
出
て
行
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
将
来
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。
女
性
の
進
出
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
だ
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
一
人
の
女
性
と
し
て
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。　

【
２
年
生
】

★
田
舎
の
人
の
方
が
よ
い
ア
イ
デ
ア
を
出
す
と
い
う

話
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
田
舎
で
の
び
の

び
と
育
っ
た
方
が
い
ろ
ん
な
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

ア
イ
デ
ア
を
出
す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
は
ま
だ
先

生
や
親
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は

独
自
の
や
り
方
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
光
嶋

さ
ん
は
、「
世
界
に
進
出
し
ろ
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
西
粟
倉
で
勉
強
も
し
っ
か
り
し
つ
つ
、
大

自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
暮
ら
す
、
こ
の
姿
を
目
指

し
つ
つ
将
来
世
界
に
名
が
残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
。　
　
　

【
１
年
生
】

★
こ
の
講
演
を
聞
い
て
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
た
の

は
「
私
の
夢
」
に
対
し
て
で
す
。
将
来
の
夢
は
保
健

師
で
す
。
将
来
こ
の
村
に
帰
っ
て
き
て
、
お
年
寄
り

や
子
ど
も
達
を
元
気
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。・
・
・
私
も
光
嶋

先
生
に
負
け
ず
に
た
く

さ
ん
の
人
を
元
気
づ
け

た
い
。
世
界
中
の
人
を

元
気
に
す
る
た
め
に

は
、
一
人
一
人
の
人
間

が
が
ん
ば
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
。
そ
の
が
ん

ば
る
一
人
の
人
間
に
私

は
な
り
た
い
。

 

光
嶋
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

●
い
つ
も
思
い
や
り
を

　

●
大
志
を
、
夢
を
抱
け

　

●
常
に
最
高
の
先
生
を
求
め
よ

　

●
知
識
・
技
術
を
求
め
、

　
　
　
　
　

専
門
家
に
な
っ
て
ほ
し
い

　

●
他
と
は
異
な
る
道
を

　

●
独
自
の
方
法
で

　

●
世
界
に
飛
び
出
せ

　

●
人
類
へ
の
貢
献
を
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一般書
『東京バンドワゴン　ヒア・カムズ・ザ・サン』
　　　　　　　　　　　　　　小路幸也／著
　老舗古書店〈東京バンドワゴン〉を営む堀田家に、
まさかの幽霊騒ぎが持ち上がる。夜中に棚から本が
落ち、白い影が目撃されて、みんなドキドキ。我南
人たちがつきとめた、騒動の意外な真相とは？

児童書
『ヒックとドラゴン 11』
　　　　　　　クレシッダ・コーウェル／著
　１度ページを開いたら…。息つく間もない勢いで
物語はクライマックスへと進んでいきます。ヒック
は、失われた宝を取り戻して新王となり、人類を救
うことができるのでしょうか。

・『将来の学力は１０歳までの「読書量」で決まる！』   
                                                                   松永暢史／著

  　
・『シノダ！都ギツネの宝』　　　　  　　富安陽子／著
・『お願いフェアリー 14』　　　　　　みずのまい／著
・『ぱっくんぱっくん』　　　   　　　長新太／さく・え 

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

「岡山県立図書館配本について」

「本」こそ最高の知育教材です。

「今月のベストセラー」「今月のベストセラー」
　　　　　コーナー　　　　　コーナー
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～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～～ふるさとの自然や人に学び、子どもたちの生きる力を育む西粟倉ならではの教育プログラム～

・日にち

・行き先

８月４日、５日に全国の子どもたち約６０
人が西粟倉村にやって来ます。その参加校

10 校が決定しま
した。遠くは青森
県や宮崎県、東京
都からは多くの学

校が参加し、離島からの参
加もあります。　
　西粟倉村の豊かな森林体
験をはじめ、村の方々との
交流も大事な活動です。

▼
▼
▼
▼
▼
▼

青森県　青森市立沖館小学校

東京都　多摩市立豊ヶ丘小学校
東京都　多摩市立連光寺小学校
東京都　荒川区立尾久宮前小学校
東京都　八王子市立由木西小学校

東京都　御蔵島村立御蔵島小学校

岡山県　西粟倉村立西粟倉小学校
岡山県　美咲町立美咲中央小学校

広島県　尾道市立吉和小学校

宮崎県　諸塚村立荒谷小学校

●

●●西粟倉村西粟倉村
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Vol.26

　

FSC

と
い
う
言
葉
、
目
に
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。FSC

と
は
、

Forest Stew
ardship Council

の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
森
林
管

理
協
議
会
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ

の
協
議
会
は
、
森
林
の
環
境
保
全
に

配
慮
し
、
地
域
社
会
の
利
益
に
か
な

い
、
経
済
的
に
も
継
続
可
能
な
形
で

生
産
さ
れ
た
木
材
を
認
証
す
る
機
関

で
す
。
西
粟
倉
村
は
、
平
成
18
年
よ

り
こ
の
認
証
を
取
得
。
百
年
の
森
林

事
業
に
参
加
し
て
い
る
山
は
、
す
べ

てFSC

認
証
林
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
証
林
に
な
る
と
、
た
と
え
ば
渓

流
沿
い
の
森
林
は
、
で
き
る
か
ぎ
り

広
葉
樹
林
へ
移
行
さ
せ
る
施
業
を
行

う
よ
う
指
導
を
受
け
た
り
、
林
業
に

従
事
す
る
方
々
の
労
働
の
安
全
を
確

保
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、FSC

認
証
林

か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
を
積
極
的
に

利
用
す
る
と
の
方
針
も
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
、
西
粟
倉
の
木
材
が
世
界
で

活
躍
す
る
日
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
西
粟
倉
の
豊
か
な
森

林
づ
く
り
の
た
め
に
、FSC

認
証
を

維
持
し
て
い
き
ま
す
。

↑定点観測をしている若杉天然林

→
見
上
げ
る
と
木
の
葉
が
空
を
分
け
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
植
物
の
持
つ
能
力
の
ひ
と
つ
。

「ＦＳＣ」ってなに？
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林
業
で
が
ん
ば
る

　
　
　
　
　

若
手
の
コ
ラ
ム

「
山
仕
事
の
大
切
さ
」

FSC
認
証
で
は
、
毎
年
審
査
が
あ

り
ま
す
。
い
つ
も
緊
張
の
2
日
間
で

す
。

　

ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
産
業
観
光

課
ま
で
ど
う
ぞ
！

　

今
日
は
お
味
噌
汁
な
ど
を
入
れ
る

器
、「
お
椀
」
で
す
。
西
粟
倉
に
は
、「
小

椋
」
さ
ん
と
い
う
お
名
前
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
は
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
実
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
、

木き

じ

し
地
師
。
木
地
師
と
い
う
の
は
、
ろ
く

ろ
を
使
っ
て
、
椀
や
盆
な
ど
の
木
工
品

を
つ
く
る
人
た
ち
で
す
。

　

木
地
師
は
、
平
安
時
代
前
期
の
惟こ
れ
た
か喬

親
王
を
祖
と
仰
ぎ
、
近
江
国
（
現
滋
賀

県
）
愛
知
郡
小
椋
庄
が
発
祥
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
良
質
な
木
を

求
め
て
、全
国
各
地
を
旅
し
て
暮
ら
し
、

時
に
は
土
着
し
ま
し
た
。
小
椋
さ
ん
を

通
じ
て
、
文
化
の
交
流
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

久
し
ぶ
り
の
西
粟
倉
で
一
番
衝
撃
だ

っ
た
の
が
、
今
、
西
粟
倉
に
住
ん
で
お

ら
れ
る
方
の
聞
き
慣
れ
な
い
苗
字
の
多

さ
で
し
た
。
Ｉ
タ
ー
ン
で
西
粟
倉
に
移

住
し
て
来
て
頂
い
た
方
々
も
、
き
っ
と

西
粟
倉
に
何
ら
か
の
魅
力
を
感
じ
て
惹

か
れ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
地
方
の
町
村
が
過
疎
化
問
題

に
苦
慮
し
、
合
併
を
余
儀
な
く
さ
れ
生

ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
名
前
が
変
わ
る
な

ど
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
な
か
、

村
を
離
れ
て
い
る
間
も
「
西
粟
倉
村
」

と
言
う
名
前
が
今
も
残
っ
て
い
る
こ
と

を
本
当
に
誇
り
に
思
え
た
し
、
村
を
支

え
て
く
れ
て
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

き
っ
と
僕
に
出
来
る
こ
と
は
、
地
元

民
で
も
あ
り
20
年
も
村
外
（
し
か
も
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
）
で
暮
ら
し
て
き
た
経

験
で
、
ど
ち
ら
の
意
見
も
理
解
で
き
る

立
場
と
し
て
、
み
ん
な
で
こ
の
西
粟
倉

を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
少
し
で
も

力
を
尽
く
す
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
っ
た
人
口1,500

人
程
度
の
村

で
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
育
っ
た
り
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
メ
ダ
ル
候

補
に
挙
げ
ら
れ
る
選
手
が
育
っ
た
り
、

大
企
業
の
要
人
の
方
々
に
も
評
判
の
高

い
Ｔ
Ｖ
番
組
「
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
こ
れ
ほ
ど
話
題

性
や
活
気
の
あ
る
村
は
全
国
に
も
な
か

な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
魅
力
い
っ

ぱ
い
の
西
粟
倉
の
い
い
と
こ
ろ
を
も
っ

と
も
っ
と
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
生

ま
れ
育
っ
た
故
郷
へ
少
し
で
も
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
株
）
木
の
里
工
房 

木
薫

江え
み見　

寿と
し
や也

(

西
粟
倉
村
出
身)

前
号
よ
り

↑イベントで PR中の江見さん

　

5
月
24
日
（
日
）
に
「
芝
桜
の
植

え
付
け
作
業
」
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
村
内
よ
り
30
名
の
方
の
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
様
に
は
貴
重
な
日
曜
日
を

さ
い
て
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

全
体
で
は
72
名
の
参
加
が
あ
り
、

明
石
市
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
グ
ル

ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
た

ち
と
交
流
も
で
き
、
楽
し
い
作
業
に

な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

　

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ま
た
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「環境モデル都市」に選定されている西粟倉村は、豊かな森から生まれる水資源を利用した小水力発電の拡
大と、森林バイオマスの活用を通じて再生可能なエネルギーによる自給率１００％の地域づくりを目指して

【対象となる人と内容】
１．対象となる人：本村に住所を有し、引き続き 10年以上定住可能な人
　　　　　　　　　(I ターン、Uターンの人を含む。)
２．対象となる建物：専用住宅及び店舗等の併用の住宅
【対象となる設備と補助金額】
(1) 住宅用太陽光発電施設 (1kW当たり８万円、上限３２万円）
(2) 小水力発電施設 (1kW当たり８万円、上限３２万円）
(3) 小型風力発電施設 (1kW当たり８万円、上限３２万円）
(4) 温度差エネルギー利用施設 (1kW当たり８万円、上限３２万円）
(5) 太陽熱温水器（本体価格 ( 消費税含む。) の 4分の 1の額、上限６万円 )
　 （不凍液等を強制循環する本体に加えて蓄熱槽もしくは高効率給湯器などから構成

【お申し込み上の注意】
１．設備を購入される前に必ず役場に申請を行ってください。
２．設備が設置された場合に実績報告書の提出が必要です。
３．村民のみなさんに広く紹介していただくとともに村が行うアンケートに応えるなどモニター協力してい
　　ただきます。
【お問い合わせ・お申し込み窓口】　産業観光課　環境モデル都市構想推進係　２７９－２１１１

　 される太陽熱システムについてはさらに３万円が加算されます。）
(6) 薪・ペレットストーブ（本体価格 ( 消費税含む。) の 4分の 1の額、上限８万円 )
(7) 自然冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート）（タンク容量が 460 リットル以上は１５万円、460 リッ
　 トル未満は１０万円で、太陽熱集熱器対応型については更に３万円が加算されます。）
(8) 潜熱回収型高効率給湯器（エコジョーズ）（本体価格 ( 消費税含む。) の 4分の 1の額、上限４万円 )
(9) 複層ガラス（複層ガラス本体価格 ( 消費税含む。) の 4分の 1の額、上限 4万円）

　マイナンバーとは、住民票を有するすべての方が持つ 12桁の個人番号のことです。マイナンバー（個人
番号）を付けることにより、社会保障・税・災害対策の分野で村民の皆さんの情報を適切に把握し、国の行
政機関や地方公共団体などの複数の機関に存在する個人の情報が同一人の情報であるということを確認する
ために導入される制度です。

☆平成 27年 10 月からマイナンバー（個人番号）の通知が開始します
マイナンバー（12桁）を記載した通知カードが、住民票の住所に郵送されます。
　※外国籍でも住民票のある方は通知の対象となります。
　※マイナンバーは、一生使うものです。番号が漏えいし、不正に使われる恐れがある場合を除き、変更は
　　できませんので、大切に保管してください。

☆平成 28年 1月からマイナンバーの利用が開始します
社会保障・税・災害対策など、法令で定められた行政手続きにマイナンバーが必要となります。
申請により、「個人番号カード」の交付を受けることができます。「個人番号カード」は身分証明書としても
利用ができます。
　※既にお持ちの住民基本台帳カードは、有効期限まで利用できますが、個人番号カードとの重複所持はで
　　きません。

【マイナンバー制度のお問い合わせ】
全国共通ナビダイヤル　TEL：０５７０－２０－０１７８
受付：９：３０～１７：３０( 土・日・祝日・年末年始を除く )
ＨＰ：http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

います。各ご家庭においてもこの取組を推進していただくため「低炭素なむらづ
くり推進施設設置補助金」を是非、ご活用ください。
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平成２
７年８

月から

　介護保険サービスの利用者負担割合は一律１割でしたが、所得が一定以上ある６５歳以上の方についての
利用者負担割合が２割に変更となります。
　自己負担が２割となるのは、合計所得金額が単身 280万円以上、2人以上世帯で 346万円の方となります。

２．高額介護サービス費の限度額の一部が変わります

　施設入所等にかかる費用のうち居住費及び食費については、原則、本人の自己負担となりますが、低所得
者の方（住民税非課税世帯）は、申請によりその居住費及び食費の負担を軽減する補足給付があります。
　この補足給付について、住民税非課税世帯でも一定以上の預貯金などの資産がある場合は、給付の対象外
となります。
※平成 28年 8月から、預貯金の他、非課税年金である遺族年金・障害年金も勘案されるようになります。

　介護保険では、1ヶ月ごとの利用者負担が限度額を超えたとき、申請によりその超えた額を高額介護サー
ビス費として払い戻しを受けられます。
　その限度額のうち、医療保険の現役並み所得（※）に相当する方について、月額 37,200 円から 44,400
円に引き上げられます。また、その他の方の限度額については、据え置きとなります。
※課税所得 145 万円以上で年収が 520 万円（単身世帯の場合で 383 万円）以上などの方です。

高額介護サービス
費の支給による負
担上限があるた
め、2割対象者す
べてが 2 倍の負
担になるわけでは
ありません。

１．負担割合が２割に変わります
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　年一回、被保険者証の更新を各地区の集会所、または、いきいきふれあいセンター（窓口）にて行ってい
ましたが、本年度から、郵送することとなりました。
　郵送時期は次の通りです。

種類 有効期限 郵送時期  郵送を希望しない
 場合の連絡期日 備考

国民健康保険

被保険者証　　　　橙色 9月 30 日 9月下旬 9月 11 日 －

高齢受給者証　　　白色 7月 31 日 7月下旬 7月 10 日 70 ～ 74 歳

限度額適用認定証
　若草色 薄茶色のいずれか 7 月 31 日 ー ー ※注意

後期高齢者医療保険
被保険者証　　　　紫色 7月 31 日 7月下旬 7月 10 日 75 歳以上

限度額適用認定証　赤色 7月 31 日 7月下旬 7月 10 日 75 歳以上

　なお、今まで使われていた被保険者証は、各自で処分をお願いします。窓口にお持ちいただいても結構です。
　また、郵送を希望されない方は、事前にご連絡ください。窓口にて更新いたします。

※国民健康保険　限度額適用認定証をご利用の方へ
　（限度額適用・標準負担額減額認定証、標準負担額減額認定証含む）

　平成 27年 8月以降も引き続き認定証をお使いになる場合は、再度申請を行う必要があります。
　お手数ですが、7月 21日から 7月 31日までの間に窓口までお越しください。
　　（お持ちいただくもの）
　　　・ご利用中の被保険者証
　　　・現在お持ちの認定証
　　　・この 1年間の入院日数が通算で 90日を超えた方は、入院期間が証明できるもの
　　　　（入院期間が明記された領収書など）
　　　・印鑑（認印可）

※保険税（料）を滞納している方は郵送されないことが
あります。窓口までご連絡ください。

【連絡先・窓口】
いきいきふれあいセンター（役場保健福祉課）
国保・後期高齢係　279-7100

　　
　夏期を迎え、雷雨による下水マンホールポンプの故障・停電が予想されま
す。下水マンホールポンプが故障すると、近くにあるポンプの制御盤上のパ
トロールランプが回転し、異常を知らせします。
　パトロールランプの回転を目撃された方は、至急、役場建設課に電話をし
てくださいますようお願いします。
　下水マンホールポンプの故障を放置すると家屋への汚水の逆流が発生し、
逆流した家屋内は大変な状況となってしまいます。
　快適な生活環境を維持するため、村民の皆様のご理解・ご協力をよろしく
お願いします。

連絡先：役場建設課上下水道係　電話：279-2111     
故障時には
赤いランプが回転します
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6 月の定休日のお知らせ
　６月１８日（木）
　　　２５日（木）
の２日間は定休日とさせ
ていただきます。

●あわくら温泉●あわくら温泉

6 月の休館日のお知らせ
　6月 9日（火）　第 2火曜日が定休日となって
おります。お間違えのないようお待ちしておりま
す。

戦没者等のご遺族の皆さまへ
第１０回特別弔慰金が支給されます
■特別弔慰金の趣旨
　戦後７０周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国
として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金 （記名国債）を支給するものです。
　第１０回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年５万円に増額すると
ともに、５年ごとに国債を交付することとしています。

■支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基準日） において、「恩給法による公務扶助料」 
や 「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、
次の順番による先順位のご遺族お一人に支給。

１. 平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２. 戦没者等の子
３. 戦没者等の　①父母 　②孫　③祖父母  ④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入
　　　れ替わります。
４. 上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き 1年以上の生計関係を有していた方に限ります。

額面２５万円、５年償還の記名国債
■支給内容

■請求期限
平成３０年４月２日（月）まで
（請求期限を過ぎると第１０回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。）
※なお、平成３２年４月１日を基準日とする特別弔慰金については、平成３２年４月１日から請求受付を開
　始する予定です。
※請求手続など詳しくは、いきいきふれあいセンター保健福祉課（電話番号２７９－７１００） までお問い
　合わせください。
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　シルバー層向けとして、よりオトクに普通列車をご利用いただけるように特殊回
数乗車券「楽ラクきっぷ」を販売しています。どうぞご利用ください。

お問い合わせ先
智頭急行運輸部営業課
電話番号　0858-75-2595

名称：楽ラクきっぷ
発売金額：大人２, ５００円（１００円券３３枚分）
発売場所：智頭急行大原駅・智頭駅・上郡駅・JR佐用駅（営業時間内）
発売条件：満年齢が７０歳以上のお客様
    　（発売・ご利用の際年齢を証明するもの
　　　（保険証、免許証など）を提示していただきます）

　運転免許を自主的に返納された方を対象に、特殊回数乗車券「優ユウきっぷ」を販売しています。
１, ５００円で３, ３００円分使用できるため、ぜひご利用ください。

名称：優ユウきっぷ
発売金額：大人１, ５００円（１００円券３３枚分）
発売場所：智頭急行大原駅・智頭駅・上郡駅・JR 佐用駅（営業時間内）
発売条件：運転免許を自主的に返納された方
　　　　　（発売・ご利用の際に運転経歴証明書または
　　　　　　　　　おかやま愛カードをご提示いただきます）
その他：智頭線内の普通列車に限り有効
　　　　使用する回数券の金額に満たない場合の過払い分につ
　　　　いて、現金の払い戻しはいたしません

　智頭急行では、智頭線沿線の観光を楽しんでいただくため、智頭線の列車を１日、何度でもご利用できる「智
頭線１日フリーきっぷ」を発売しています。沿線市町村・観光施設の割引等の特典もありますので、ぜひご
利用ください。

名称：智頭線１日フリーきっぷ
利用期間：土曜・日曜・祝日及び 7月 1日から 9月 30日まで・12月 10日から 1月 10日
　　　　　3月 1日から 4月 10日までの期間は毎日
発売金額：大人１, ２００円、小児６００円
発売場所：智頭急行大原駅 ･智頭駅・上郡駅 ･JR 佐用駅（営業時間内）
その他：当日に限り有効
　　　　上郡～智頭間を何度でも乗り降りできます
　　　　自由席特急券を購入すれば特急列車自由席に乗車可能
　　　　割引サービス等については、乗車券発売時に別途お渡しします。
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おしえて ね んきん
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられなくなる場合があります！ 
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予とな
る「保険料免除制度」や「若年者（３０歳未満）納付猶予制度」がありますので、役場保健福祉課（い
きいきふれあいセンター）の国民年金担当窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあ
ります。 
　平成２７年度の免除等の受付は平成２７年７月１日から開始され、平成２７年７月分から平成２８年
６月分までの期間を対象として審査を行います。 
　また、平成２６年４月から法律が改正されて、２年１カ月前の月分まで遡及して免除申請をすること
ができる様になりました。 
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていたために未納期
間を有している方等は、一度、役場の国民年金窓口または年金事務所へご相談ください。 

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL0868-31-2360）までお問い合わせください。

　　　　　

　村民の皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の三宅です。
　前回は空き家問題のうち空き家の老朽化や自然災害による倒壊についてお伝え
しましたが、今回は不審者や動物による侵入についてお伝えします。
　空き家でも家財道具や寝具などをそのままにしているものがあります。こう
いった空き家は不審者からするとすぐに寝泊りできる状態といえます。更に出入り口等の施錠がしっか
りなされてない、庭などの管理が不十分で敷地内の見通しが悪い、夜間に建物周辺に照明がなく暗いと
いった空き家は、特に不審者に狙われやすい傾向にあります。
　また、破損した開口部からネズミやイタチといった動物が建物内に侵入し住み着いてしまうこともあ
ります。家の中をメチャメチャに荒らしまわるため、建物のその後の利用が困難になることが多くあり
ます。
　対処として、不審者に人の気配を感じさせることです。草取りなど敷地内の管理がしっかりなされて
いる、ポストに郵便物が溜まっていないといった小さな変化も不審者は敏感に感じ取り、そういった建
物には近づこうとはしません。
　また、動物に対しては建物内部や周辺にエサになるようなものを置かない、放置しないといった対処
が重要です。
　このような事態にならないよう建物は放置せず適正に管理することが大切です。みなさんのお近くに
このような建物はありませんか？
　次回は④景観の悪化についてお伝えします。



20広報にしあわくら　6月号

西粟倉村社会福祉協議会　

　　　　　　　　　２７９－２５６１

ゆうゆうハウス　　２７９－２８６１

ひだまり　　　　　２７９－２１００

　赤十字社費にご協力頂きありが
とうございました。お寄せいただ
いた社費は様々な赤十字活動事業

　今年もボランティア活動に関心のある中学生・高校生・大学生を対象にした『夏のボランティア体験事業』
を行います。社会福祉施設等での体験を通じて、福祉への理解を深め「ともに生きていく」ことについて考
えてもらう機会を提供します。

げんきっこクラブでの体
験囲碁ボール大会の様子

実施期間　7月中旬～ 8月下旬
参加受付　6月 1日（月）～ 12日（金）

　※詳しくは社協まで
　　　　お問い合わせください
　　　　　　☎　　279-2561

【昨年の様子】

ぽんぽこ園で体験
子どもと一緒に‥

　平成 27年 5月 12 日（火）に「花の寄せ植え」イベントを行いました。当日は、台風で雨と風が強かっ
たですが 13名の参加がありました。今年は、兵庫県佐用高等学校・農業科の生徒の皆さんが育てた 4種類
の花（アリッサム・ペチュニア・コリウス・マリーゴールド）を寄せ植えしました。
　皆さん、自分好みの花を植えて楽しい時間を過ごされていました。

色とりどりの寄せ植えが出来上がりました。
家の玄関などに飾ると言われていました。

佐用高校の生徒さんが育てたお花

次回のイベントは‥‥
6月後半に「折り紙教室」をします。　お楽しみに♥

　今年も各地区、地区サロン活動が開催されています。この活動は自主的に企画・運営をされています。内
容は役場の出前講座・介護予防教室（口腔教室・熱中症予防教室など）・レクレーションやお茶会など様々
な事をされています。月に一度、誰でも参加でき楽しい時間を過ごされています。皆さんの参加をお待ちし
ています。

県民局
熊の出前講座お口の教室

地区での
男の料理教室 介護教室

に使われます。また、納入に関しましては地区民生・児童委員の皆さん大変お世話になり
ました。
　紙面をお借りしてお礼申し上げます。ありがとうございました。






